
区分 開講番号 開設科目名 必修 単位 学期 曜限 形態 対象学年 分野 水準 定員 隔年開講 備考

260H1003 社会文化学入門A 2 第3,4ターム 木5 1,2,3,4 31 03 150

262H2029 芸能論概説 2 第2ターム 月3,月4 講義 2,3,4 31 03 50

260H2028 民俗学概説 2 第1,2ターム 木2 講義 2,3,4 33 03 80

262H2024 文化人類学概説 2 第2ターム 火2,金2 講義 2,3,4 33 03 50

261H2025 考古学概説 2 第1ターム 月4,木4 講義 2,3,4 31 03 70

264H2018 社会学概説 2 第4ターム 月2,木2 講義 2,3,4 38 03 50

263G7512 文化人類学の方法―他者へのまなざし 2 第3ターム 火2,金2 講義 1,2,3,4,5,6 33 03 100

260G7508 アクターネットワークの社会学 2 第3,4ターム 木3 講義 1,2,3,4,5,6 38 03 150

264G7511 つながりと絆の社会学 2 第4ターム 月3,木3 講義 1,2,3,4,5,6 38 03 150

263G7516 現代社会論 2 第3ターム 水1,水2 講義 1,2,3,4,5,6 38 03 150

社会解析論 ○

264H2026 地理学概説 2 第4ターム 金3,金4 講義 2,3,4 32 03 100

263H2027 地誌学概説 2 第3ターム 金3,金4 講義 2,3,4 33 03 100

260H1004 社会文化学入門B 2 第3,4ターム 火5 1,2,3,4 31 03 100

260H2033 史学概説 2 第1,2ターム 水2 講義 2,3,4 31 03 50

261H2034 日本史概説 2 第1ターム 火2,金2 講義 2,3,4 31 03 70

263H2037 アジア史概説 2 第3ターム 月3,木3 講義 2,3,4 31 03 50

261H2038 西洋史概説 2 第1ターム 火3,火4 講義 2,3,4 31 03 50

260H2035 古文書学概説Ａ 2 第1,2ターム 火5 講義 2,3,4 31 03 40

260H2036 古文書学概説Ｂ 2 第3,4ターム 火5 講義 2,3,4 31 03 40

歴史学Ａ

歴史学Ｅ

歴史学Ｇ

263G7524 歴史学Ｈ 2 第3ターム 月2,木2 講義 1,2,3,4,5,6 31 03 150

261G7055 歴史学Ｉ 2 第1ターム 火3,火4 講義 1,2,3,4,5,6 31 03 80

歴史学Ｋ

歴史学O ○

263G7525 歴史学Ｐ 2 第3ターム 火2,金2 講義 1,2,3,4,5,6 31 03 100

262G7056 歴史学Ｑ 2 第2ターム 月1,月2 講義 1,2,3,4,5,6 31 03 150

歴史学Ｖ

情報メディア論概説Ａ ○

260H2021 情報メディア論概説Ｂ 2 第3,4ターム 月3 講義 2,3,4 10 03 50 ○

260H2022 メディア社会文化論概説Ａ 2 第1,2ターム 火5 講義 2,3,4 10 03 400 ○

260H2023 メディア社会文化論概説Ｂ 2 第3,4ターム 木3 講義 2,3,4 10 03 50 ○

※1　対象学年はシラバス「聴講指定等」も参照してください。　※2　定員等の関係で履修できない科目もあります。

その他

特記事項

到達目標

１）高校までの世界史・日本史の授業と大学での歴史学の研究の連続性と非連続性について理解している。

２）それぞれの地域・時代に応じた歴史研究のテーマ及び基本的な方法や対象について理解している。

３）みずから興味をもった歴史学のテーマや諸問題に関して文献をもとに主体的・分析的に考察することができる。

４）歴史学で用いる史料・資料を理解・分析する姿勢を備えている。

５）幅広い視野から社会や文化、メディアについて学び、個々の学問の方法論や対象の違いを理解している。

６）メディア論・社会学・文化人類学・民俗学・考古学・地理学・芸能論のそれぞれの目的、対象、方法論、役割を理解し、フィー ルドワーク（現地調

査）の重要性を説明することができる。

プログラム

名　　　称
社会文化学

概　　要

　本プログラムは、社会学、文化人類学、民俗学、考古学、人文地理学、芸能論、歴史学（日本史・アジア史・西洋史）、メディア論の領域の教育プログラ

ムである。

　いずれの領域も、文字資料のみならず、非文字資料から人々の営みを考え、様々な地域において形成された社会と文化の多様なあり方について多角的に学

ぶ。また、それぞれの地域の文化的特性を歴史的に学ぶこともできる。さらに、今日のメディアの多様な面について理論と実践の両面から幅広く学ぶことが

できる。

履修資格

修了要件

次の条件をすべて満たしていること。

・所定の授業科目について12単位以上を修得していること。

・学位プログラムが決定していること。

・学位プログラムが社会文化学プログラムではないこと。

・創生学部生で「社会文化学領域学修科目パッケージ」を選択していないこと。


